
かおり通信 

皆さん、一泊二日の修学旅行もいよいよ終わりが近づいてきました。修学旅行の目的

であった、日光の大自然と世界文化遺産の東照宮を記憶にとどめることができましたか。

また、友だちとの思い出をたくさん作ることができましたか。 

私は、この 2 日間、皆さんが友だちと声をかけ合っている姿、 

そして、協力する姿をたくさん見ることができました。 

それも、友だちと一緒に来た修学旅行だからこそ、体験できた 

ことだと思います。 

それから、私が、素敵だなと思ったのは、皆さんがおみやげを 

買っている様子です。多くの皆さんが、ご家族の方に何を買って 

いこうかなと悩みながらおみやげを選んでいました。 

その様子、とても素敵でした。 

だけど、おみやげは、ものだけではありません。 

家に帰ったら、皆さんを送り出してくださったご家族の皆さんにたっぷりと旅の思い

出をお話ししてください。そのお話を、ご家族の皆さんはきっと楽しみになさっている

と思います。それが、何よりのおみやげです。 

そして、皆さんにとっても、友だちと過ごしたこの修学 

旅行の２日間は、大切なおみやげ、宝物としていつまでも 

皆さんの心の中に残り続けることでしょう。 

「大切なおみやげは、宝物」 
～日光修学旅行（6年生）～ 

9月 7日（日）、8 日（月）に、6年生が日光修学旅行に行ってきました。 

天候にも恵まれ、奥日光の自然を満喫し、世界文化遺産の日光東照宮を見学し見分を深めまし

た。一泊二日の修学旅行が終わりに近づいた車中で、こんな話をしました。 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標……『自分らしさを大切にし、互いに認め合える子どもの育成』 「自律」と「共生」 

めざす子ども像…『共に考える子・互いに思いやる子・みんなでチャレンジする子・最後まで諦めない子』 

めざす学校像…『子どもたちから笑顔が絶えない学校・気持ちのいい挨拶、きれいな学校・教職員同士が 

専門家として成長できる学校・保護者の期待に応える学校・地域と学校が支え合う学校』 

茅ヶ崎市立香川小学校  校長 松永 忠弘 令和７年１０月１日 
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「『おかえりなさい！」で迎える」 
～夏休み明けの黒板メッセージ～ 

「おかえりなさい！」・・・自分の家に帰ったような、

自分を待っていてくれたと思える、とても気持ちがあ

たたかくなる言葉ですね。夏休み明け初日の黒板に、

「おかえりなさい」と書かれた教室がいくつもありま

した。 

子どもたちは、その言葉を見て、きっとほっとした気

持ちになったり、安心したりした子がたくさんいたの

ではないかと思います。 

黒板メッセージでなくても、子どもに伝える「言葉」には、

私たち職員の「思い」を込めたいと思います。たとえ些細な

場面でも、そのことを意識して、子どもたちに声をかけるこ

とが大切だと考えます。もちろん、「語り」の場面でも、「ほ

める」場面でも、時には、「叱る」ときにも・・・。 

「正しい言葉」ではなく、「思いのこもった言葉」が、子ど

もたちの心に届くのだと思います。 

（教職員向け「校長室便り」より） 

 

「夏休みの課題、入選おめでとう！」 
～創意工夫・研究作品展/読書感想文コンクール～ 

夏休みに課題として出た「茅ヶ崎市創意工夫・研究作品展」と「茅ヶ崎寒川地区読書感想

文コンクール」に、学校代表として選ばれた皆さんをご紹介します。入選おめでとうござい

ます。 

《茅ヶ崎市創意工夫・研究作品展》         《茅ヶ崎・寒川地区 

青少年読書感想コンクール》 

〇創意工夫作品部門   〇研究作品部門     〇課題図書     〇自由図書 

１年 林 晃羽（銀賞） １年 津村 綾人      ２年 杉田 佳    ２年 増山 暁文  

１年 藤原 源       ２年 加藤わかな（金賞） ４年 三原 慶大    ３年 和田乃依璃 

４年 長谷川美咲        ３年 濱田 心太朗      ５年 石井 敬樹    ６年 小田 季 

４年 江尻 大吾      ４年 大石 昌孝     

５年 粟野 蒼大      ５年 濱田 心朔 

６年 吉田 仁       ６年 佐藤 希月 

 

※創意工夫作品部門 銀賞 林 晃羽さんの作品は、神奈川県青少年創意くふう展覧会に、 

 研究作品部門 金賞 加藤わかなさんの作品は、全国小・中学生作品コンクールに出品されます。 


